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一、

d
y

わ
た
し
は
、
緑
の
多
い
戒
川
が
大
す
川

き

で

す

。

川

未

来

の

戒

川

は

:

:

:

州

交

通

が

と

て

も

便

利

で

す

。

川

て
っ
き
ん
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
学
校
を
州

彩

彰

中

心

に

、

ま

わ

り

の

州

待
4

h

y

)

高
い
山
や
大
き
な
た
川

総

務

歳

山

μ
T
W
W
9

て
物
と
の
聞
は
大
橋
川

〆

y
(
で
結
ば
れ
、
汽
車
も
州

説

机

妙

子

走

っ

て

い

ま

す

。

川

急
務
μ

代

そ

う

合

病

院

も

あ

川

ゲ

ニ

切

千

り

、

病

気

や

け

が

の

川

υγ町
内

人

も

す

ぐ

み

て

も

ら

川

信

鱗

ル

竹

え

る

の

で

、

安

心

し

川

;

;

l

 

巡
回
一
w

l

て
生
活
で
き
ま
す
。
川

多
み

l

山

甲

ニ

つ

)

高

い

空

の

遊

間

一

地

必

修

戒

や

石

堂

城

公

園

へ

は

が
泊
仰
が
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で

品川弘
4
1
i
r

の
ぼ
り
ま
す
。

規
関
機
組
欝
遠
く
か
ら
戒
川
を
お
と

控
除
齢
轄
ず
れ
た
人
の
た
め
に
、
ホ

4
2
J
J
n
v
v
訟
で
テ
ル
も
あ
り
ま
す
。

で
も
、
交
番
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
っ

て
、
戒
川
は
美
し
い
自
然
に
か
こ
ま
れ

て
、
心
の
き
れ
い
な
人
ば
か
り
が
す
ん

で
い
る
所
だ
か
ら
で
す
。



2 

H

自
家
処
理
で
手
早
く
き
れ
い
に
“

白
滝
で
も
数

世
帯
が
実
践

『
よ
く

え
ま
す
』
と
好
評

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
二
十
四
個
(
約
四
千
円
)
を
組
み
合
わ
せ
て
「
簡

易
ゴ
ミ
焼
却
炉
し
が
つ
く
れ
る
の
を
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
。
家
庭
か
ら
出
る
程
度

の
燃
え
る
ゴ
ミ
な
ら
、
結
構
こ
れ
で
自
家
処
理
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
火
災
の
危
険
と
煙
害
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
点
か
ら
家
屋
密
集
地
な
ど

で
の
設
置
は
不
適
当
で
、
こ
れ
ら
の
心
配
の
な
い
適
当
な
広
さ
の
空
き
地
が
利
用

で
き
る
家
庭
、
あ
る
い
は
、
農
山
村
の
家
庭
で
は
、
気
軽
く
設
置
で
き
そ
う
で
す
。

践
、
「
よ
く
燃
え
て
き
守
7
こ
と
な
し
L
l

(
別
宮
清
子
さ
ん
)
「
毎
日
焼
却
で
き
、

ゴ
ミ
が
溜
(
た
)
ま
ら
な
い
の
で
、
と

て
も
気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
」

1
(坂

本
正
夫
さ
ん
)
ー
な
ど
上
々
の
好
評
で

す
。
県
下
で
は
松
山
市
の
郊
外
な
ど
で

普
及
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
郡
下

で
は
白
滝
地
区
が
初
め
て
。

「
白
滝
を
よ
く
す
る
会
」

で
設
置
推
進

こ
の
簡
易
焼
却
炉
の
設
置
を
い
ち
早

く
推
進
し
て
い
る
の
は
、
昨
年
七
月
に

発
足
し
た
「
白
滝
を
よ
く
す
る
会
(
会

長
a

清
水
有
強
さ
ん
)
」
。
大
洲
農
業
改

良
普
及
所
の
指
導
で
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
つ

く
り
方
の
講
習
会
を
聞
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
組
み
合
わ
せ
方
も
き
わ
め
て

簡
単
、
経
費
も
安
く
て
す
む
こ
と
も
あ

っ
て
、

A
7
で
は
同
地
区
の
数
世
帯
で
実

火
災
煙
害
の
心

配
な
い
場
所
で

自
家
処
理
推
進
町
も
歓
迎

白滝で行われた簡易焼却炉の組み立て方講習
会。挟調に燃えて参加者を感心させた。

こ
の
焼
却
炉
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
町
衛
生
課
で
も
「
ゴ

ミ
処
理
対
策
は
、
今
後
も
き
わ

め
て
大
き
な
行
政
課
題
で
あ

る
だ
け
に
、
こ
の
よ
う
な
自
家

処
理
の
機
運
が
高
ま
っ
て
く

る
と
は
願
つ
で
も
な
い
こ
と
。

と
く
に
、
煙
害
や
火
災
の
う

え
で
問
題
の
な
い
場
所
が
あ

る
方
は
、
大
い
に
実
践
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
全
上
の
観
点
か

ら
消
防
署
で
は
「
適
当
な
広

さ
の
あ
る
場
所
、
危
険
物
の

川

¥
1
J

長
浜
町
議
会
第
一
回
臨

川
一
信
一
時
会
が
、
一
月
二
十
四
日

山
一
短
一
に
開
か
れ
ま
し
た
。

一
ム
冨
一
こ
の
議
会
で
審
議
さ
れ

山
一
議
一
可
決
さ
れ
た
こ
と
の
概
要

川

f
t
¥
は
次
の
通
り
。

長
浜
町

山

監

査

委

員

に

…

の

議

会

選

・

:
j
i
-
-
-
j
u

こ
の

川

大

本

春

明

氏

一

出

の

監

査

郡

有

地

関

係

の

緊

…

議

会

で

、

円
:
i
i
l
i
-
-
j
i
-
-
:

委

員

に

町

急

動

議

を

可

決

…

桜

田

和

川
長
は
大
本
春
明
議
員
を
選
任
、
議
会
・
:
・

j
i
-
-
:
・
・
ぃ
夫
議
員

川
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
万
場
一
致
が
「
喜
多
郡
有
地
(
松
山
の
梅
津
寺
ご

川
で
同
意
さ
れ
決
ま
り
ま
し
た
。
の
管
理
運
営
や
処
理
の
あ
り
方
に
つ

こ
れ
は
、
矢
野
一
男
議
員
が
同
職
い
て
、
二
宮
重
憲
喜
多
郡
町
村
会
長

川
を
昨
年
十
二
月
二
十
七
日
付
け
で
退
(
長
浜
町
長
)
に
、
一
問
一
答
方
式
で

川
職
し
た
の
に
と
も
な
い
選
任
が
行
わ
緊
急
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一

れ

た

も

の

。

ま

た

、

一

宮

泰

忠

議

員

が

二

宮

同

一

ー

I

l

l

i

-

-

-

ー

会

長

に

対

し

、

同

件

の

今

後

の

結

果

今
年
を
長
浜
町
議
会
に
報
告
を
求
め
る
内

災
害
復
旧
費
、
実
施

度
一
般
容
の
緊
急
動
議
を
提
出
、
賛
成
多
数

附
設
計
に
合
わ
せ
減
額
一

川

・

・

.

会

計

予

で

提

案

理

由

の

通

り

可

決

さ

れ

ま

し

川
算
二
十
九
億
六
千
三
百
三
十
九
万
た
。

な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
。
と
く
に
火
の
寸
l
」

四

月

か

ら

、

国

民

年

金

粉
の
飛
散
を
防
ぐ
処
置
を
指
導
通
り
に
一
こ
の
保
険
料
が
現
在
の
月
額

ほ
ど
こ
す
こ
と
。
組
み
合
わ
せ
た
ブ
ロ
一
わ
れ
三
千
三
百
円
か
ら
三
千
七

ツ
ク
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
処
置
す
る
こ

A
J
山
内
百
七
十
円
に
引
き
上
げ
ら

と
な
ど
を
守
っ
て
項
け
ば
問
題
は
な
か
明
打
れ
ま
す
。

い
で
し
ょ
う
し
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
月

Z
今
回
の
引
き
上
げ
は
、

そ
こ
で
車
工
、
ゴ
ミ
処
理
対
策

4
時
昨
年
七
月
に
拠
出
年
金
、

の
一
助
と
も
な
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
ぬ
翠
崎
市
八
月
に
福
祉
年
金
の
年
金

こ
の
簡
易
ゴ
ミ
焼
却
炉
の
つ
く
り
方
を
制
一
一

t
f
額
が
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ

白
滝
を
よ
く
す
る
会
と
大
洲
農
業
改
良

d
唱
劇
桝
ら
れ
た
こ
と
と
、
老
齢
年

普
及
所
に
資
料
を
提
供
し
て
宮
、
図
説
錨
験
金
の
受
給
者
が
ふ
え
続
け

で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
く
れ
品
盟
国
本
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の

ぐ
れ
も
安
全
上
、
環
境
上
に
問
題
の
な
↓
J
ー
で
す
。

い
こ
と
を
条
件
に
、
実
践
さ
れ
て
み
て
伸
「
l
し

支

給

さ

れ

る

年

金

の

財

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
曲
、
源
は
、
加
入
者
が
納
め
て
い
る
保
険

な
お
、
本
紙
上
で
わ
か
り
に
く
い
点
、
叩
料
と
国
庫
金
の
両
方
で
ま
か
な
わ
れ

三
千
円
か
ら
今
回
、
百
五
十
八
万

九
千
円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

減
額
の
内
容
は
、
先
に
査
定
額
で

計
上
し
て
い
た
災
害
復
旧
費
を
、
実

施
設
計
額
に
組
み
替
え
た
こ
と
な
ど

に
よ
る
差
額
。



-3 

注意点

争人家や可燃物の近くに設けないこと

争火の粉が飛散しないよう指定の処置をすること

争付近に煙害をおよぼさないようにすること

争ブロックが崩れないよう処置すること

争通気孔はつまらないよう時々そうじをすること

争使わないときは簡単な覆いをしておくこと

争市販の軽量ブロック(コーナー用)

390 x 190 x 100mm 8枚

390 x 190 x 120 mm 16枚

+金網 5mm 300 X 600阻

ブロック24舗でゴミ暁却炉 e 議会@おしらせ
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ク
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d
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十
l

l
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0
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一

o
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一
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一
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一
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型
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国
同
同
一
一

一
司
同
門
門
凶
一

フ
一

O
一

二

一

)

一

恒

岬一

0
一

一

一

一

日

一

…

h

一

一

一

一

一

{

一

回

帝
国
U
…

3段目

そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
、
白
滝
公
民
館
内

に
あ
る
「
白
滝
を
よ
く
す
る
会
事
務
局
」

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

燃やして
し、るとき

はこれで

灰出し口

をふさい

でおく

6段目5段目

w

て
い
ま
す
。
そ
し
て
園
長
年
金
の
年

恥
金
額
は
、
一
定
の
生
活
水
準
を
維
持

附
す
る
た
め
物
価
の
変
動
な
ど
に
と
も

榊
な
っ
て
自
動
的
に
改
善
さ
れ
る
こ
と

"
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
年

刷
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
き
は
、

川
そ
れ
に
応
じ
て
保
険
料
の
額
も
引
き

"
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

国
民
年
金
制
度
が
、
長
期
に
わ
た

っ
て
健
全
に
維
持
さ
れ
る
た
め
に
、

巾
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
よ
り
多
い
年
金
を
受
け
た

い
方
の
た
め
の
付
加
保
険
料
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
四
百
円
の
ま
ま
す
え

置
か
れ
ま
す
。

蜘
診
断
書
な
ど
添
え
て

伽

身

体

障

害

者

手

帳

の

交

付

h

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

"
る
に
は
、
申
請
書
(
役
場
に
あ
る
)
の

恥
ほ
か
県
知
事
が
指
定
し
た
医
師
に
よ

る
診
断
書
、
意
見
書
、
本
人
の
上
半
身

刷
の
写
真
一
枚
を
添
え
て
、
町
役
場
を

ぺ
経
由
し
て
知
事
に
提
出
す
る
手
続
き

…
が
必
要
で
す
。

こ
の
手
帳
は
目
、
耳
、
口
、
手
足
、
心

臓
、
呼
吸
器
な
ど
に
一
定
程
度
以
上
の

仙
永
続
す
る
障
害
が
あ
る
方
に
、
法
律
に

定
め
ら
れ
て
い
る
障
害
の
種
類
別
に

重
い
方
か
ら
順
に
一
級
か
ら
六
級
ま
で

に
区
分
さ
れ
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
補
装
具
、
更
生
医
療
の
給

h

付
、
施
設
へ
の
入
所
な
ど
、
身
体
障
害

仰
者
福
祉
法
で
の
い
ろ
い
ろ
な
援
助
を

'
受
け
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
税
の
減
免
、

国
鉄
運
賃
の
割
引
な
ど
、
各
種
の
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
役
場
福
祉
係
へ
。



踏
切
事
故
が
相

次
い
で
い
ま
す
。

長
浜
町
内
で
も

今
年
に
入
っ
て
早

く
も
仁
久
踏
切
で
死
亡
事
故
一
件
と
列

車
を
急
停
車
さ
せ
る
事
故
一
件
が
、
ま

た
昨
年
に
は
白
滝
の
柴
踏
切
で
死
亡
事

故
一
件
、
長
浜
の
山
際
踏
切
で
一
件
が
、

さ
ら
に
一
昨
年
に
も
山
際
踏
切
で
死
亡

事
故
一
件
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
二
件
の
死
亡
事
故
は
、
警
報
機
も
し

〈量、
4' 

傘
~ 
j震
や
長官
E士
事奪
還金

〔上J1月17
日に死亡事故の
あった仁久踏切〔下〕同

踏切へ警告板を建てる関係者

ゃ
断
機
も
な
い
第
四
種
踏
切
で
起
き
た

も
の
で
、
今
年
一
月
七
日
に
は
大
洲
市

内
で
も
同
種
の
踏
切
で
死
亡
事
故
が
起

き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
重
く
み
た
警
察

署
、
安
全
協
会
、
保
線
区
な
ど
で
は
、

そ
の
対
策
と
し
て
、
大
洲

1
長
浜
間
に

あ
る
五
十
八
か
所
の
踏
切
の
う
ち
三
十

か
所
を
占
め
る
第
四
種
踏
切
の
お
も
だ

っ
た
十
五
か
所
に
「
踏
切
と
ま
れ
L

と

赤
地
に
黄
色
の
夜
光
塗
料
で
書
か
れ
た

警
告
板
を
建
て
、
路
面
に
は
白
色
の
停

止
線
を
引
い
て
安
全
確
認
を
促
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
長
浜
町
内

で
は
一
月
三
十
日
と
二
月
八
日
の
二
日

間
が
か
り
で
仁
久
、
石
屋
(
長
浜
山
際
)
、

車
谷
(
黒
田
)
、
黒
田
第
一
の
四
か
所
の

踏
切
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

一
月
十
七
日
に
死
亡
事
故
の
起
き
た
仁

久
踏
切
へ
は
、
一
月
三
十
日
に
関
係
者

約
二
十
人
が
出
て
設
置
。
ま
だ
供
養
の

J
民
花
が
残
る
事
故
現
場
だ
け
に
、
設

Jt

置
作
業
に
当
る
人
た
ち
、
こ
の
作

業
の
よ
う
す
を
見
に
訪
れ
た
付
近
の

皆
さ
ん
の
表
情
に
は
、
よ
り
一
層
踏
切

事
故
防
止
へ
の
願
い
が
う
か
が
わ
れ
ま

し
た
。踏
切
事
故
の
原
因
は
、
ほ
ぼ
一

0
0

%
が
列
車
以
外
、
つ
ま
り
私
た
ち
に
あ

る
と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
、
踏
切
事
故

を
防
ぐ
方
法
は
、
き
わ
め
て
簡
単
で
あ

る
は
ず
な
の
に
、
私
た
ち
の
不
注
意
に

よ
っ
て
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
踏
切
事
故

や
線
路
事
故
を
防
ぐ
方
法
は
、
次
の
二

点
が
{
寸
ら
れ
れ
ば
十
分
で
す
。
ぜ
ひ
励

行
し
て
く
だ
さ
い
。

。
踏
切
を
通
る
と
き
は
必
ず
、
い
っ
た

ん
停
止
し
、
安
全
で
あ
る
こ
と
を
確

か
め
て
か
ら
通
る
こ
と
。

。
踏
切
や
線
路
の
近
く
で
は
遊
ば
さ
せ

な
い
、
遊
ば
な
い
こ
と
。
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どを税理士に依頼する方が多くなりま

すが、その際には、正規の税理士であ

るかどうかをよく石雀かめてください。

「にせ税理士」は、法律に違反するだけ

でなく、納税者の皆さんに迷惑をかけ

ることになりますから、十分ご注意く

ださい。

Iま

お
宅
の

付
近
の
道

路
は
広
く

安
全
に
使

わ
れ
て
い

ま
す
か
。

道
路
に
商
品
や
材
料
な
ど
を

置
い
た
り
、
道
路
上
で
作
業

を
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
人

々
に
交
通
上
で
も
環
境
上
で

も
た
い
へ
ん
迷
惑
な
こ
と
で

す。
毎
日
の
生
活
に
必
要
な
品

物
を
運
ぶ
た
め
に
も
、
仕
事

に
行
く
に
も
、
学
校
に
行
く

に
も
道
路
を
使
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
に
、
道
路

は
み
ん
な
が
生
活
を
し
て
ゆ

く
う
え
で
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
大
切
な
役
割
を
は
た
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
私

た
ち
み
ん
な
が
よ
く
考
え
、

道
路
は
広
く
安
全
に
美
し
く

使
い
ま
し
ょ
う
。

公
共
の
道
路
の
不
正
利
用
を
私
た
ち

の
町
か
ら
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

道

路高

く安
全

に

商品置きや作業は迷惑、危険

無料でお見せします

〉圏定資産課税台騒〈
3月1日-3月20日

町では、あなたの土地や家屋などの

資料「固定資産課税台帳」を、ことし

も3月1日から 3月20日までの聞に限

り、役場税務課で無料でお見せしま

す。

自分の土地や家屋など、

ついて知るよい機会です。

軽にご利用ください。
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回定資産に

どうそQお気



5 

か
す
「
警
察
官
人
形
が

寄
贈
さ
れ
、
二
月
十
一

日
安
協
関
係
者
ら
に
よ

っ
て
同
地
区
の
最
も
交

通
の
複
雑
な
場
所
?
あ

る
国
道
、
県
道
、
町
道
が
交
差
し
て
い

る
櫛
生
橋
の
た
も
と
に
設
置
さ
れ
ま
し

た。
こ
れ
は
同
地
区
の
下
飯
田
七
さ
ん
(
四

警
察
官
人
形
が
初
赴
任

四
詐
惜
古
草
間
E

止
一
願
い
有
意
寄
贈

できごと。おしらせ

大
洲
警
察
署
管
内
で
は
今
年
に
入

つ
で
交
通
事
故
が
続
発
、
二
月
十
臼

現
在
で
昨
年
の
同
期
件
数
を
十
件
上

回
る
二
十
八
件
(
う
ち
五
件
は
長
浜

町
内
)
の
事
故
が
発
生
、
死
傷
者

も
十
一
人
増
の
二
一
十
三
人
(
う
ち

五
人
は
長
浜
町
内
)
に
の
ぼ
っ
て

む
け
、
私
た
ち
の
交
通
安
全
へ
の

願
け
は
裏
切
ら
れ
っ
ぱ
な
し
で
す
。

こ
う
し
た
事
故
続
発
状
況
の
中

で
、
町
内
情
生
地
区
で
は
、
こ
の

ほ
ど
一
有
志
に
よ
っ
て
、
交
通
安

全
に
二
十
凶
時
間
の
に
ら
み
を
き

七
)
が
、
関
係
者
の
声
を
耳
に
し
五

万
円
を
か
け
て
寄
贈
し
た
も
の
で
、

背
た
け
e

日
七
十
五
持
の
黒
い
制
服

姿
を
し
た
警
察
官
人
形
。
町
内
で
は

初
め
て
の
赴
任
で
す
。

し
八
一
冗
安
協
支
部
長
は
「
海
岸
の
美

し
き
仁
ひ
か
れ
て
町
外
か
ら
訪
れ
る

ト
ラ
イ
パ
ー
に
よ
る
事
故
防
止
に
も

大
き
く
役
立
つ
し
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

警
察
官

人
形
の
活

躍
と
皆
さ

ん
の
安
全

交
通
に
期

待
し
た
い

と
思
い
ま

日本国内どごでおきた交通事故に点適

用されます。

等級 死亡または傷害の程度 金額

1 手E 亡 80万円

2 6か月以上の医師の治療を要する傷害 15万円

3 3か月以上6か月未満の医師の治法を要する傷害 7万5千円

4 1か月以t3か月未満の医師の治療を要する傷害 3万円

5 7日以上1か月未満の医師の治療を要する傷害 1万円

区呈王記

入
っ
て
い
ま
す
か

設
立
っ
て
い
ま
す

大
人

l
年
六
百
円
、
中
学
生

付
以
ド
リ
年
二
百
五
十
円
!
と
け

ん
三
官
う
わ
ず
か
の
掛
け
金
で
、

k
表

主
打
の
通
り
の
交
通
災
害
見
舞
金
が

叶
什
も
ら
え
る
「
愛
媛
県
町
村
交
通

り
災
害
共
済
制
度
」
へ
の
、
い
っ

ハ

b

せ
い
加

U
入

申

し

柑

け

融

大

人

側

円

中

学

以

下

加

円

'
U
ソ
込
み
の

引
心
と
き
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

時
扮
こ
の
加
入
中
し
込
み
に
は
期

5

)
限
は
な
く
、
い
つ
で
も
受
け
付

け
ま
す
が
、
町
で
は
、
毎
年
新
し
い
年

度
前
に
は
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
回
覧
で

周
知
し
て
加
入
申
し
込
み
者
を
集
っ
て

お
り
、
こ
と
し
も
二
一
月
二
十
日
ま
で
に

申
し
込
ん
で
頂
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

町
内
に
住
所
の
あ
る
方
な
ら
、
ど
な

た
で
も
劃
入
で
き
ま
す
。
も
し
も
の
際

の
交
通
災
害
に
、
こ
の
共
済
制
度
も
ご

治
則
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
四
日
月
一
日
か
ら
今
月
一
月
末

ま
で
の
町
内
の
皆
さ
ん
の
加
入
、
見
舞

金
給
付
状

況
を
紹
介

し
ま
す
と

次
の
通
り
で
す
。

⑥
加
入
者
:
・
五
千
九
百
人
(
四
四
・
七

八
%
)

⑥
加
入
者
掛
け
金
・
・
・
一
一
一
百
五
万
七
千
三

百
五
十
円
。

⑧
見
舞
金
給
付
;
・
一
等
級
一
人
、
二
等
級

三
人
二
一
等
級
四
人
、
四
等
級
一
人
、
五

等
級
六
人
。
給
付
総
額
百
六
十
四
万
円
。

争印鑑

ゆ給与所得者の場合は、源泉徴収票

争事業をしている方法、各種営業帳簿、

決算書、収入明細書

争その他、所得を証明する書頬

争医療費、生命保険料などの支払領収

書など

[申告をしまかった場合1
所得証明書や課税証明を交付されな

L冶場合があ VJます。

。副業、内職等で所得の

あった人

ゃ雑損、医療費などの控除の

適用を受けようとする人

[この申告をしなくでよい人i
所得税の確定申告をされた人o

i申侍に必要なもの】
正しい申告が行えるよう、次の書類な

どを添付、または、ご持参ください。

〈長田I・県民税の申告書

111111111/11111111./'11111111 .. 円11111111......11111111/11111111......111111111......11111111.... 円1I111111d'え111111111/'111111111... 円1I 11111~同11111111-""グ1I IIIIIh...... lIl11 l l1.. 内聞1II11/1I111111，......IIIIIIII......mllllll/IIIIIIII.，&"IIIIIIII... 戸111111111......11111111./'111111116グ IIIIIII~

町県民税の中告は3月 1~ 日ま

昭和55年度分「町・県民ー税J の申告

の受け付けは、 3月15日までです。

ことし 1月1日現在において、長浜町

に住民登録がある人で、次のような人。

i給与所得者の場合I
争給与所得のほかに収入のある人鋼 所職、事業税、贈与税の申告も
一地代、家賃、配当など) ~へ~

+勤務先から給与支払報告書を提出さ 書き方相談、お気軽に署ヘ

れない人 期間中は町、税理士会でも

I給与所得者以外の人の場合】 所得税、事業税、贈与税の確定申告の受

事昭和54年中(1月 1円-12月31日) tt付け期限も 3月15日までてもす7忘れず
に所得のあった人 申告しましょう。期限間近になりますと税

φ営業や農業、その他の事業を常む人 務署はたいへん混雑しますので、申告はで

て¥所得税の確定申告をきれない人 きるだけ早く済ませるようにしましょう。 申告時期になりますと、申告手続な

11111111......111111111 ... 円1111111......11111111<"""'1山1111ν"' 1I111111~円11111111......111111111〆""11111111......'11111111.... 円1111111レ戸'11111111〆円1l1I1I11.o"'1I111111レ〆'1II1I1I1......III1I1I1VIIIIIIII'......III1I1I1......III11I1IV'IIIIIIII......'IIIIIIII/IIII11I1.. 円1I111111......lIIlIllh......1I111111

この申告をしなければならない人

所得や税額の計算の仕方、申告書の書

きかたなどで、わからない点がある場合

は、わ気軽に近くの税務署または税務相

談室にむたずねください。確定申告の

期間中は、税務署のほかに市町村や税理

士会でも、無料で相談に応じています。

にせ説理士にご注意/
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『
ク
ヌ
ギ
則
増
殖
に
大
助
か
り

r

『
で
き
た
ぞ
ノ
収
益
で
小
鳥
舎
や
文
庫
』
組森
合林

，1、大
J 和

関工内3小学較で17万{闘

舎
校
作

鳥
同
製

小
は
が

た
舎
ん

つ
鳥
さ

が
小
義

あ

o
正

き
ち
岡

で
た
藤

と
童
の

」
児
兄

一
ぞ
小
父

た
和
、

つ
大
計
。

入
る
設
た

く
れ
が
つ

ま
入
生
伝

う
を
先
手

、
イ
文
も

一
一
セ
和
ち

一
ア
キ
野
た

一
ウ
セ
上
重

一
「
に
の
児

町
内
の
三
つ
の
小
学

校
の
児
童
と
先
生
、
そ

れ
に
父
兄
も
手
伝
っ
て

拾
っ
た
ド
ン
グ
リ
が
、

ざ
っ
と
十
七
万
六
千
個
H司

寸
こ
れ
で
、
ク
ヌ
ギ
林
が
五

o
bふ

や
せ
ま
す
」
|
長
浜
町
森
林
組
合
。

「
こ
れ
で
、
小
鳥
小
屋
と
図
書
が
・
:
L

!
大
和
小
学
校
。

コ7
ち
で
は
児
童
会
活
動
費
に
役
立
て

ま
す
し
|
豊
茂
小
学
校
。

こ
れ
は
昨
年
秋
に
展
開
さ
れ
た
「
ド

ン
グ
リ
拾
い
作
戦
」
の
成
果
の
一
ゴ
マ
。

「
代
ン
グ
リ
拾
い
作
戦
」
i
|
|

近
年
盛
ん
に
な
っ
た
産
業
の
一
つ
に

シ
イ
タ
ケ
、
つ
く
り
が
る
り
ま
す
。
私
た

ち
の
町
も
取
り
扱
い
系
列
で
は
県
下
一

の
生
産
量
を
誇
る
ほ
ど
。
と
こ
ろ
が
、

町一一北 町できごと・ヘルスアイ

こ
の
盛
ん
さ
に
追
い
つ
か
ず
、
シ
イ
タ

ケ
業
界
は
今
も
原
木
(
ク
ヌ
ギ
)
不
足

が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
の
確
保
が
最
大

の
課
題
。
そ
こ
で
展
開
さ
れ
て
い
る
の

が
、
ク
ヌ
ギ
の
種
と
も
言
う
べ
き
ド
ン

グ
リ
拾
い
。
こ
れ
を
植
え
て
原
木
を
育

て
よ
う
!
と
い
う
も
の
。

長
浜
町
森
林
組
合
で
は
、
す
で
に
十

年
前
ご
ろ
か
ら
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

学
校
に
再
度
協
力
を
求
め
た
の
は
昭
和

五
十
三
年
か
ら
。
一
個
に
つ
き
二
円
五

十
銭
で
買
い
取
る
こ
と
で
町
内
の
各
学

校
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
大
和
小
(
児
童
百
二
十

三
人
、
教
師
九
人
)
、
豊
茂
小
(
児
童
六

十
二
人
、
教
師
八
人
)
、
戒
川
小
(
児
童

十
八
人
、
教
師
四
人
)
が
参
加
、
各
学

校
ご
と
に
ド
ン
グ
リ
拾
い
作
戦
が
展
開

で
、
既
製
の
物
を
使
わ
ざ
る
を
え
な

い
現
状
と
は
言
い
な
が
ら
も
、
必
要

で
な
い
も
の
は
な
る
べ
く
摂
取
し
な

毎

日

少

な

く

と

い

よ

う

に

す

る

こ

と

が

第

一

で

す

。

も

三

回

は

口

に

入

ま

た

、

表

示

を

見

て

何

が

使

用

さ

れ

れ

て

い

る

食

物

、

て

い

る

か

を

確

か

め

る

く

ら

い

は

心

そ

し

て

そ

の

食

物

の

中

に

含

ま

れ

て

が

け

る

べ

き

で

は

な

い

で

し

ょ

い

る

添

加

物

の

な

ん

と

多

い

う

か

。

こ

と

で

し

ょ

う

。

現

在

使

用

必

要

な

い

も

の

摂

取

し

な

い

食

品

に

は

食

品

衛

生

法

さ

れ

て

い

る

添

加

物

の

総

数

多

く

が

彰

響

不

明

に

よ

っ

て

表

示

が

義

務

づ

は

三

百

三

十

四

品

目

に

も

の

ほ

け

ら

れ

て

い

る

も

の

が

あ

っ

て

い

ま

す

。

添

加

物

の

種

類

に

は

り

ま

す

。

表

示

す

べ

き

内

容

と

調

味

料

、

着

色

料

、

膨

張

剤

、

防

腐

し

て

は

食

品

の

名

称

、

製

造

年

剤

が

あ

り

ま

す

。

そ

し

て

、

わ

た

し

月

日

、

製

造

所

所

在

地

お

よ

び

た

ち

は

こ

の

よ

う

な

添

加

物

を

毎

日

製

造

者

名

、

成

分

な

ど

の

量

、

添

食

べ

て

い

る

わ

け

で

す

が

、

長

い

期

加

物

を

含

む

旨

な

ど

で

す

。

(

一

間

摂

取

し

た

場

合

の

人

体

に

お

よ

ぼ

部

簡

略

し

て

も

さ

し

っ

か

え

な

す

影

響

な

ど

、

多

く

は

ま

だ

わ

か

っ

い

と

さ

れ

て

い

る

も

の

も

あ

る

)

さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
父
兄
も
こ
れ
に

参
加
、
休
日
を
家
族
ぐ
る
み
で
ド
ン
グ

リ
拾
い
に
出
か
け
た
り
、
遠
く
は
野
村

町
方
面
ま
で
出
か
け
た
り
す
る
ハ
ッ
ス

ル
組
も
い
て
、
一
人
で
一
万
個
近
く
を

持
ち
寄
っ
た
が
ん
ば
り
屋
も
見
ら
れ
ま

て
い
な
い
状
態
で
す
。

人
体
に
必
要
の
な
い
添
加
物
な
ど
は

摂
取
し
な
い
の
が
一
番
望
ま
し
い
わ
け

で
す
が
、
添
加
物
の
入
っ
て
い
な
い
食

品
を
さ
が
す
方
が
難
し
い
現
在
、
そ
れ

も
無
理
な
こ
と
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
な
る
べ
く
添
加

物
を
食
べ
な
い
で
す
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
一
つ
に
、
家
庭
で
の
H

手
づ
く

り
H

と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、

こ
の
場
合
何
も
か
も
と
い
う
わ
け
に
も

ゆ
か
ず
、
こ
れ
ま
た
主
婦
へ
の
負
担
は

た
い
へ
ん
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

:

?

し

み

戸

』

O

室

田

一

，

に
こ
う
し
て
昨
年
秋
に
森
林
組
合
に
納

臨
め
ら
れ
た
ド
ン
グ
リ
の
数
は
、
豊
茂
小

い
七
万
六
千
四
百
個
、
大
和
小
七
万
五
千

肌
百
九
十
五
個
、
戒
川
小
一
万
四
千
四
百

真
個
、
そ
れ
に
一
般
か
ら
約
一
万
個
の
合

川
計
約
十
七
万
六
千
個
、
収
益
金
に
し
て

唱
豊
茂
小
十
九
万
一
千
円
、
大
和
小
十
八

パ

ι
万
七
千
九
百
八
十
八
円
、
戒
川
小
三
万

庫
た
六
千
円
と
い
う
大
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

文
章
り
児
こ
の
う
ち
大
和
小
学
校
で
は
、
児
童

以
一
門
会
で
「
校
庭
で
か
わ
い
い
小
鳥
を
飼
わ

ど
た
う
。
み
ん
な
の
読
み
た
い
本
を
た
く
さ

「
び
ん
集
め
μ

ど
ん
ぐ
り
文
庫
ω

を
つ
く
ろ

う
」
と
共
通
の
夢
が
ま
と
ま
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
さ
っ
そ
く
小
鳥
舎
づ
く
り

に
と
り
か
か
る
一
方
、
図
書
委
員
会
で

協
議
し
て
購
入
図
書
を
選
定
、
注
文
。

こ
の
ほ
ど
鉄
製
で
床
上
げ
の
モ
ダ
ン
な

小
鳥
舎
が
四
つ
完
成
、
百
二
十
冊
の
真

新
し
い
図
書
が
N

ど
ん
ぐ
り
文
庫
H

に

入
り
、
夢
は
み
ご
と
に
実
現
し
ま
し
た
。

n
w
「
ま
だ
ま
だ
必
要
L

「
続
け
ま
す
L

森
林
組
合
で
は
「
み
な
さ
ん
が
力
を

合
わ
せ
て
項
い
た
ι
お
か
げ
で
大
助
か
り

で
す
。
わ
り
し
も
松
く
い
虫
の
被
害
跡

地
を
ク
ヌ
ギ
林
な
ど
に
し
て
ゆ
く
事
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
だ

ま
だ
ド
ン
グ
リ
は
必
要
で
す
。
一
般
の

方
も
含
め
、
今
後
も
ぜ
ひ
ご
協
力
項
き

た
い
」
と
。
ま
た
、
こ
れ
ら
三
校
で
は

コ
ふ
る
さ
と
を
見
直
そ
う
μ

と
い
う
教

育
方
針
か
ら
も
参
加
の
意
義
は
大
き
い

の
で
、
役
に
立
つ
限
り
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
続
け
た
い
」
と
話
し
て
わ
り
、

双
方
歓
迎
の
う
ち
に
今
後
も
大
き
な
成

果
を
あ
げ
そ
う
で
す
。
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声…老朽したわが家をと

りこわして新築することに

なりました。そこで、これ

が完成するまで、有線電話 r一一→

機を仮住まいの家に移転し | ミ周
て利用したいのですが、こ l コ古
の場合の手続きや手数料は宵 l日J

どうなるのでしょうか。 鰻前
おこたえ…新築、改築、増電 I，~ 
築などにともなう電話機の 司一

話費
移転は、よくあるケースてす0""用
この場合は、まずは電話Z2ヲ000

機の取り除きをしなければ事室長~

なりませんので、少なくと転 n
も家をとりこわす 1週間前 I ¥ 

までにその旨を申し込んで、 | 

(電話でもよい)ください。 L3.500
この申し込みを受けた係 トよt
では、ご要望の通りの移転

が可能かどうかを調べてご返事します。

と申しますのも、移転する住所地に電

話の空き回線

がない場合は

取り付けがで

きませんし、

また、空き国

産泉はあっても、

土揚戸斤によって

は電柱代を支

払って項かな

ければならないことがあるからです。

手数料については、特殊なケースを

除いては2，000円から3，500円の範囲で

す。なわ、増築などにともなう宅内移

転の場合は 1，000円以内です。

この機会に、参考までにこのほかの

諸手銀料をわ知らせしておきますと…

霊宝新規加入20，000円宜野斤規加入する

場合で電話機をもっている場合15，000

円盛名儀変更3，000円(前加入者のもの

をそのまま使用する場合)岱親子式に

2台目を取り付ける場合…同一番号で

あれ異番号であれ20，000円。使用料は

同一番号の場合月 250円、異番号の場

合月 500円。

軍軍冨密翠璽翠彊冨冨謹3

込申
みし

盛霊圏今月の声

たばこの投げ捨ては
やめましょう'

火災原因ぬ 1

点
、
な
司
自
宅
己
売
益
田
羽
毛
色
国
号
、
邑

EC苛
A2
号
、
医
図
示
会
民
国
aquba
号
益
事
司
、
，
号
、
主
空
S
M
Z
w
a
t
B
号
、
足
、
¥
K
E
号
、
包

O
Q記
号
、
h
m
自
主
邑
a
c
t
園
o
s
t
z
b虚
園
串
益
信
号
、
ぽ
国
司
、
日
E
F
Q凸
E
w
q
b
国
奇
怪
zedaB80世
田
忍
司

一 一

春です。戸外に出てみませんか。

て査王子

J*)iI 
>>>>>>>>> 

こ
の
欄
は
、
あ
な
た

の
声
に
お
答
え
す
る
、

あ
る
い
は
、
あ
な
た
の

声
を
ご
紹
介
す
る
ベ
l

ジ
で
す
。
直
接
わ
た
ず

ね
が
あ
っ
た
こ
と
、
町

の
中
で
ふ
と
耳
に
ふ
れ

た
あ
な
た
の
H

声
H

も

ス
ク
ー
プ
し
て
い
ま
す
。
ム
お
互
い
生
活
を
し

て
い
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
町
の
し
ご
と
で
わ
か
ら
を
い
こ
と
や

不
満
ご
と
、
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ

の
ベ
l
ジ
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
項
き
、

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

声の箱もご活
用ください

くくくくくくくくくく〈

今月の

、、b
E
咽句、
S
園
型
企
言
、
、
b
司
、
己
完
¥
b
言
、
b
園司
f
E
E
号
、
必
需
¥
b
E
R、b
B
刻、
b
園曹司、ぽ圏一号、卓也、
¥
b
園調、
b
言
、
b
咽
羽
屯
ば
言
、
富
園
調
、
、
母
宅
お
な
買
ぶ
岳
固
ま
邑
圏
直
也
監
罰
b
t圃
割
合
尚
喜
罰
也
記
園
調
お
岳
園
調
岳
世
園
調
宮
、
晶
画
割
合
虫
歯
車
持

腹~%~
式的
刷会j
吸~ê\~
健
康
法

盈麗霊理電車墾堕璽量

と島いさつとで挟い1日を

声… '1 日の始まりはミあいさつ~1P 

らJ 'あいさつを先取りしよう」といっ

た標語がありますが、その通り人と人

との間柄は、交わすあいさつでもはか

れるほど。

自分から進んであいさつをすること

によって、相手への敬意や好意を表わ

すことにもなり、そこに親しみが生ま

れコミュニティも育ちます。

きょうもf央いあいさつで、明るい 1
日に…。(町内.KY) 

命

mm間
風
歌
謡
詩
人
野
口
雨

Z
、

b
L
3
情
が
、
昭
和
十
年
十

2

4

4
ト
a
p

ょ
月
二
十
五
日
白
滝
を

訪
れ
た
と
き
に
作
っ
た
白
滝
小
唄
の
中

入
り
の
風
吹
き
や
白
帆
が
帰
る

こ
こ
は
白
滝
柴
河
原

ん
小
野
の
延
命
御
地
蔵
様
に

大
』
い
の
ち
の
ば
し
の
願
か
け
る

計
蔵
と
あ
る
。

じ
地
小
野
地
蔵
さ
ん
は
、
平
安
前

仰
野
期
の
漢
学
者
、
歌
人
で
絵
を
よ

お
小
く
し
た
加
町
一
雰
自
作
で
、
日

本
で
三
体
的
「
っ
。
承
和
六
年
(
八
三

九
)
、
筆
が
隠
岐
に
流
さ
れ
た
と
き
の
作

と
量
一
同
わ
れ
る
が
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し

こ
こ
ら
を
小
野
と
名
づ
け
ら
れ
、
普
か

ら
三
月
二
十
四
日
の
地
蔵
祭
り
を
行
い
、

遠
国
か
ら
参
拝
が
あ
り
、
肱
川
流
域
最

大
の
祭
り
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
。

今
は
四
月
二
十
四
日
に
祭
り
が
行
わ
れ

て
い
る
。

昭
和
七
年
に
本
尊
の
座
下
か
ら
、
油

捕
に
包
ま
れ
た
修
復
前
(
修
復
時

l
延

享
元
年
・
一
七
四
四
)
の
台
仏
体
の
一
部

が
現
れ
た
の
で
、
村
民
大
い
に
喜
び
、
ま

す
ま
す
信
仰
を
厚
く
し
て
、
堂
屋
、
塀
垣

を
修
復
し
た
と
い
う
。
(
長
浜
町
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
・
久
保
七
郎
)

小
野
延
命
地
蔵
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川
容
迭

++Jf洪
手
法
γ

来
高
〆
」
T

，T
4ぜ
F
A
Z
接
持

t
T吾
冶
需
品
点
焦

丸

君

事

手

訴

事

務

が

で

ま

五

塩

辛

十

+
-
t
首
長
ヰ
+
当

削
管
内
の
実
情
な
ど
を
き
め
細
か
に
は
、
管
内
で
起
き
た
犯
罪
の
即
報

料
く
知
ら
せ
合
っ
て
、
犯
罪
や
事
故
記
事
、
住
民
の
提
言
の
ほ
か
、
地
元

付
防
止
に
役
立
て
て
も
ら
ヤ
フ
!
と
の
一
般
の
ニ
ュ
ー
ス
や
行
事
案
内
、

制
広
報
紙
を
毎
月
発
行
、
そ
れ
も
県
お
知
ら
せ
ま
で
も
が
載
っ
て
い
て
、

併
の
警
察
コ
ン
ク
ー
ル
で
み
ご
と
金
正
に
親
し
み
い
っ
ぱ
い
の
警
察
広
報

掛
賞
に
輝
く
ほ
ど
の
編
集
ぷ
り
で
取
と
い
う
よ
り
寸
地
域
新
聞
L

の
よ
う
。

所
一
り
組
ん
で
い
る
お
ま
わ
り
さ

b

そ
れ
だ
け
に
「
身
近
な
こ
と
を

、6
1

子
書
き
の
温
か
さ
で
伝
え
て

掛

討

制
櫛
生
駐
在
所
の
秋
月
土
口
則
村
川
い
一

T

く
れ
る
の
が
い
い
」
「
絵
で
訴

制

巡

査

三

十

二

歳

。

官

酎

加

え

て

い

る

も

の

も

多

い

の

で

制
発
行
さ
れ
て
い
る
の
は
「
広
盆
月
子
供
た
ち
も
見
て
い
る
」
と
好

糊
報
櫛
生
」
。
手
書
き
印
刷
で
・

1
-
F母
評
。
ま
た
「
駐
在
さ
ん
が
あ
ん

官
弘
司
宇
d
』

C
O

梢
管
内
(
櫛
生
、
須
沢
、
出
海
)
昭
一
指
ま
り
立
派
な
も
の
を
出
す
の
で
、

E

A
V

約
六
百
世
帯
に
配
付
、
も
う
繍
漣
ウ
チ
の
広
報
が
出
せ
ん
L

と

納

同
二
十
六
号
を
数
え
て
い
る
。
韓
過
は
櫛
生
公
民
館
の
山
本
主
事
。
糊

制
「
最
初
は
見
様
見
ま
ね
、
資
長
日
間
反
面
、
記
事
が
誤
っ
て
い
た
ぬ

糊

富

料

の

転

載

で

し

た

が

、

下

側

り

す

る

と

、

と

っ

さ

に

注

意

向

糊

釘

管

内

の

皆

さ

ん

の

協

官

所

も

頂

く

と

か

。

で

も

「

そ

の

糊

ヤ

買

力

で

、

こ

の

地

域

な

ら

九

在

注

意

が

値

う

ち

。

な

ん

で

も

掛

湖

、

よ

で

は

の

紙

面

づ

く

り

ぺ

註

聞

い

て

反

省

と

ス

テ

ッ

プ

に

酬

糊

い

に

努

め

て

い

ま

す

」

対

」

と

秋

月

さ

ん

の

情

熱

は

附

怖

だ

と

い

う

よ

う

に

紙

面

霊

前

向

き

だ

。

鴨

神
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豊
茂
の
下
村
地
区
に

集
会
所
が
完
成
。
木
造

か
わ
ら
ぶ
き
平

家
建
て
。
建
築

面
積
約
七
十
二

平
方
日
。
集
会

室
は
十
二
畳
が

二
問
。
同
地
区

の
二
十
九
世
帯

が
活
用
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
向
上

に
大
い
に
役
立

っ
て
ほ
し
い
も

の
。
建
設
費
四

百
七
十
八
万
二

千
円
。

]口口口口口口口口口口口口口口口

下
村
集
会
所
が
完
成

175人を祝福
老人、婦人らも

意見発表

成
人
式
は

こ
と
し
も
一

月
十
五
日
中

央
公
民
館
で

開
催
。
該
当

者
百
七
十
五

人
の
う
ち
百

十
二
人
が
出

席
。
こ
と
し

は
老
人
、
婦

人
、
青
年
も
世
の
先
輩
と
し
て
意
見
発

表
に
参
加
、
新
成
人
へ
の
は
な
む
け
と

し
た
。

臨題画趣掴 Jレポ@わだい臨盟国富

!) 

」斗{k:teJ

サ
、y

カ

大
h... 
A 

カず

月
十
七
日おt/J、
、の学町
寒初校内
壁の対各

き
す

豊はた三喜位大白戦りまか手わラさ
茂喜。位多、和小をなみるたれンぶ
)多(を灘柴小が展がれみちたド長
i難写飾小小が優開らにでは。で中
対真つがと二勝。熱な泥ぬ選行グ

口口口口口口口口口口口口口口口[

初
の
サ
ッ
カ
ー
大
会

自

小

に

紫

冠

愛
媛
リ
ト
ル

リ

l
グ
四
国
選

出
戦
大
会
が
一

月
二
十
、
二
十

七
日
の
二
日
間

を
か
け
て
長
高
、

長
中
の
両
グ
ラ

ン
ド
を
会
場
に

行
わ
れ
た
。
わ

が
町
で
は
初
。

県
下
か
ら
十
九

チ
l
ム
が
出
場
。

長
浜
は
A
、
B

と
も
一
回
戦
で

惜
敗
、
愛
媛
西

が

A
、B
、C
と

も
優
勝
。
(
写

真
は
長
浜
A
対

大
洲
A
)

り
ト
ル
大
会
成
功

長
漠
|
槽
散

彊蜜翠S匿盈翠霊君臨璽覆盟
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表
彰
来
事
業

柴
の
森
川
縫
子
さ
ん
(
同
八
)
は
、
今
一

月
一
臼
県
議
一
蚕
農
業
共
同
組
含
連
合
会

(
県
養
連
)
シ
ル
ク

が

賞

セ

ン

タ

ー

で

開

か

副
司
乙
F

れ
た
五
十
四
年
度

以
内
ぃ
コ
パ
ア
¥
県
議
蚕
実
践
活
動

y
ハ
E
E
‘
体
験
発
表
会
に
山
山

υ
友

会

号

注

目

「

官

場

、

養

蚕

婦

人

部

一JI
ヨ庶
w
一
人
で
み
ご
と
最
優
秀

一
寸

J

国
賞
に
、
そ
し
て
全

盛
油
部
表
き
』
国
大
会
に
出
場
す

安

部

人

発

室

-

け

円

婦

践

る

県

代

表

に

選

ぽ

1
/
蚕

実

れ

、

松

井

清

県

養

作
木
養
貴

オ

ホ

県

備

連

会

長

ら

か

ら

表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

向
大
会
は
、
養
蚕
業
に
た
ず
さ
わ
る

婦
人
の
立
場
か
ら
、
養
蚕
経
営
の
向
上

を
め
ざ
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
体
験
を
発

表
し
合
い
、
養
蚕
振

興
に
役
立
て
て
ゆ
く

こ
と
を
ね
ら
い
に
、

県
と
県
養
連
が
共
濯

で
毎
年
開
い
て
い
る

も
の
。
今
回
は
八
人

軍扇面台事喜 一 一一一間一一件一一一一J 叫盟副衰

が
出
場
。

森
川
さ
ん
は
「
養
蚕
婦
人
部
の
↑
員

と
し
て
@
一
ト
ン
養
蚕
の
達
成
」
と
題

し
て
発
表
。
五
十
二
年
春
、
建
設
業
を

営
ん
で
い
疋
夫
の
俊
行
さ
ん
が
交
通
事

故
に
あ
い
、
同
業
が
や
れ
な
く
な
っ
た

こ
と
が
ら
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
こ
れ
ま

で
続
け
て
い
た
養
蚕
を
本
格
化
し
て
生

討
を
成
り
立
て
よ
う
と
決
意
、
生
産
量

一
ト
ン
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
取
り
組
み

を
ポ
イ
ン
ト
に
熱
の
こ
も
る
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

ム
下
一
国
大
会
は
、
今
一
月
二
十
一
日
に
東

京
の
オ
リ
ン
ピ
ァ
ク
青
少
年
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
成
果
の
大
き
い
発
表
と
な
る

よ
う
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

農

協

が

県
蚕
萌
能
率
経
営
線
技
会 一位

長
浜
町
青
山
4
4

農
協
は
、
第
二
十
八
回

宮
本
幹
之
進
さ
ん

青
少
年
育
成
功
労
で

也鍾樋薗・ム品主毛色dレー-・圃曲目民

長
一
棋
の
宮
本
幹
之
進
さ
ん
(
七
六
)

は
、
多
年
に
わ
た
り
長
浜
町
で
の
青
少

年
育
成
に
功
労
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
ほ
ど
松
山
市
の
友
愛
会
館
で
行
わ

れ
た
表
彰
式
で
、
向
石
愛
媛
県
知
事
か

最優秀賞の楯を手に
森川さん

ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

宮
本
さ
ん
は
町
防
犯
協
会
理
事
、
青

少
年
補
導
委
員
、
青
少
年
を
守
る
県
民

推
進
委
員
、
民
生
委
員
な
ど
を
歴
任
、

各
分
野
で
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め

の
啓
も
う
に
努
め
、
と
く
に
行
政
と
の

連
絡
調
整
に
成
栄
を
あ
げ
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

岡
市
蚕
繭
能
率
経
営
協
議
会
の
団
体
の
部

で
二
位
に
入
賞
、
一
月
二
十

τ口
松
山

市
民
会
館
で
関
か
れ
た
県
蚕
糸
大
会
・

蚕
糸
ま
つ
り
の
席
上
、
松
井
清
県
養
蚕

農
業
共
同
組
合
連
合
会
へ
県
養
連
)
会

長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
二

位
入
賞
ほ
一
昨
年
、
昨
年
に
次
ぐ
三
年

連
続
。こ
の
競
技
公
は
、
養
蚕
農
家
の
生
産

意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
経
営
の
合

理
化
の
推
進
な
ど
を
ね
ら
い
と
し
て
県
、

県
養
速
な
ど
が
共
催
で
毎
年
開
い
て
い

る
も
の
。
今
回
は
団
体
十
四
点
、
個
人

四
十
点
が
参
加
。

団
体
の
審
賓
は
卜
ア

i
ル
当
り
の
収

繭
量
、
桑
園
面
積
、
産
駒
量
の
増
加
状

況
、
繭
質
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
。

個
人
入
賞
者
は
、
な
し
。

宮

岡

童日

記

四
ぽ
良
出
納
員
で

長
浜
町
役
場
会
計
室
勤
務
の
富
岡
亀

古
書
記
(
四
九
)
は
、
優
良
出
納
員
と

し
て
光
宗
開
真
県
出
納
協
議
会
長
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
二
月
十

五
日
、
松
山
市
の
生
活
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

宮
問
書
記
は
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら

同
会
計
室
で
出
納
事
務
に
従
事
、
そ
の

間
誠
実
適
正
に
職
務
を
果
た
し
て
い
る

Smokiri Ckan 

た
ぽ
『
』
壁
際
皿
(
事
務
審
と
之
義
?@O@

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。

本
紙
が
「
特
選
」
、
全
国
ヘ

日
年
度
県
コ
ン
ク
ー
ル
で

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
本
紙
「
広

報
な
が
は
ま
」
が
、
昭
和
五
十
四
年
度

愛
媛
県
市
町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
忌

高
賞
「
特
選
」
に
、
そ
し
て
、
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
(
四
、
五
月
ご
ろ
)
に
参
加

す
る
県
代
表
紙
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
今

回
の
参
加
紙
は
、
昨
年
の
八
月
号
と
そ

の
直
前
後
号
。

県
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
広
報
活
動
の

振
興
を
ね
ら
い
と
し
て
、
県
広
報
協
会

が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
。
今
回
は

市
町
村
合
わ
せ
て
で
十
二
点
が
参
加
。

二
月
二
十
一
日
松
山
市
の
県
生
活
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
県
広
報
研
究
大

会
の
席
上
、
白
石
県
知
事
か
ら
表
彰
き

れ
ま
す
。

「
広
報
な
が
は
ま
し
の
「
特
選
」
以

昭
和
四
十
七
年
を
最
初
に
、
い
ら
い
今

回
で
五
度
目
。
今
回
の
人
賞
も
ま
た
、

多
く
の
皆
様
の
温
か
く
熱
心
な
町
政
へ

の
ご
協
力
あ
っ
て
こ
そ
の
成
果
で
す
。

町
と
あ
な
た
が
、
と
も
に
住
み
よ
い
町
、

住
み
よ
い
生
活
を
願
っ
て
、
互
い
に
意

見
を
交
わ
す
場
で
あ
る
本
紙
の
編
集
に
、

今
後
も
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

よ話害はき最とめ物・を
う語が中せもか、(見回了
。は多しは多かフカて内
きいまやくらツパみで
ち実せめななク 1まの
ん情んて「リス)十

とをが~， -e与イを L苦
正考、た り弘 吉正

しミ Lミツき "" /ローは
〈でのいまたチせ受 j
か T頁よ iすケにて話れ
けきうと。 l きい 25の
ま、なま着スちたに原
し受障で物がんた着・閃

害

受
話
器
が
は
ず
れ
て

い
る
と
、
ほ
か
か
ら
電

話
が
か
か
っ
で
き
て
も

話
し
中
に
な
っ
て
し
ま

う
の
は
も
ち
ろ
ん
、
有

線
電
話
の
場
合
で
す
と
、

受
話
器
が
は
ず
れ
で
げ

る
線
と
同
ピ
線
の
這
話

機
は
、
全
部
「
ツ

i
、

ツ
l
」
と
い
う
信
号
音

が
山
山
て
迷
惑
を
お
よ
ぼ

す
こ
と
仁
な
り
ま
す
。

多い着物書せ
受話器はきちんと

厚手のカバーはとくに
障害のもと

ちょっとした心つ司、

いも味のうち

ξ亘王監亙l
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三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
進
学
、

就
職
、
転
勤
、
さ
て
は
結
婚
の
シ
ー
ズ

ン
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
手
続
き
で
に
ぎ

わ
う
の
が
役
場
懲
口
で
す
。

「
忘
れ
た
L

と
い
う
こ
と
の

な
い
よ
う
、
届
け
出
を
行
う

場
合
は
、
左
表
の
通
り
必
要

な
も
の
を
持
参
し
、
ス
ム
ー

ズ
に
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

昭和田年3月号…一品
申
酌!j， 広報者-圃盤翠雲監

役
場
窓
口
へ
の
麗
付

/"ー、"/'♂ー"r--、¥
中下 干中櫛櫛
島須柴
町戒 J甫生生

一
一
一
一
の
一

(

一

O
)

(
一
一
五
)

一
一
一
一
ユ
一

印鑑、保険証3お忘れなく

山

本

虞

明

山
本
ミ
ト
ヱ

川

上

哲

夫

清
水
ア
ヤ
子

都

築

敏

博

大

島

秀

美

お
誕

でと甲つ日付

1
月
間
園
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

各

柴

山

本

邦

夫

三

女

直

美

下

須

戒

松

岡

功

長

女

み

ゆ

き

届け出期限と持参晶

下下沖沖 I中沖 t中長
須須
戒戒減 j甫 j甫浦浦浜

神
田
宇
佐
見

池

田

公

誠

白
石
茸
美
男

三

軟

敦

司

上

田

芳

明

平

原

清

香

今

回

孝

井

上

博

道

三

男

思

長

男

政

悟

二

男

英

稔

長

男

宏

典

二

男

佳

太

長

女

美

樹

長
女
比
呂
子

二

女

琴

美

お
く
や
め

1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

豊

茂

大

本

和

憲

(
O
)

仁

久

高

崎

誠

之

進

(

三

五

)

沖

浦

木

之

本

節

泌

(

八

二

豊

茂

西

村

仁

志

可

(

五

八

)

白

滝

白

石

カ

ナ

ヲ

(

八

二

上
老
松
矢
野
ト
キ
ヨ
(
七
四
)

櫛

生

山

下

序

太

郎

(

六

八

)

犬

は

ないで闘い

ましょう。

同
M
一一一一一三百旦↑一一一三百且一一一一一口一百
M
一一一一一一一一一正且一一↑
-
E
H
M
一一一二三一
Y
H
一一一一二三百
M
一一一一一一一一一

Y
U一一コ一一三岡凶一一一一一一一一一
H

M
一一一口一五百回一一一一一一二一百且一日目一百
M
一一一一三日
R
M
一一
E
Z
E
Y
-
-一一日一一百回一一一口三百
H
一一一一一日百
u
E

三一一一↑正岡旦一十一三百随一一一主主

3月、待望の春、木の芽も張

るか月什ミまれたことばという。

青い芽の春で斉春。赤春という

のは聞いたことはないが惜春と

いうのはあるム春は夢と希望の

季節ともし汁。 卒業、入学、進

学、就職、いずれも夢と希望がつ

きものA夢とは何か、希望とは

{可か、 ー般社会の人々の解釈を

ff(し)車聞にE今日未してみると、 な

人のことはない、ほとんどは欲

望のことである。君の将来の希

LZは何かと質問してその答える
ところをみれば、 99%が欲望を

並べたてる。その芥えに私は失

望を覚える企慾望は人間の木能

に根ざした食役、性欲、接眠欲の

三大本能を始め地位、金、名誉、

人気など白分がこれを得れば他

人はその分け前が少なくなる種

類のものが多い。これが夢や希

望の本懇であるならば、世の中

は夢や希望の争奪戦で平手lJどこ

ろじゃない血みどろの修羅(ー

ら)の世界を現出することにな

る企ただし 1うるくらいの人は正

しい希望の解釈をしといると忠、

う。希望は欲望ではなくて、真、

善、美、翌という四つの正しい価

値の追及だということをム与え

られるか奪うかしなければ得ら

れないのが欲望亡、あり、自ら努め

てl上まず追及して得られるのが

希望である。ここのところの分別

がひきた者に、初めて今年の春l土

明るくほほえむことで、あろう。

京肩

佳
ポ

f麦
戸
し
-一二ロ

本
号
は
、
町
内
で
の
で
き
ご
と
や
話

題
的
な
も
の
ば
か
り
の
紙
面
と
な
り
、

行
政
広
報
と
い
う
よ
り
町
の
新
聞
と
い

っ
た
感
じ
に
受
け
止
め
ら
れ
た
方
も
多

い
こ
と
で
し
ょ
う
。
貴
重
な
紙
面
で
あ

る
こ
と
を
思
う
に
つ
け
、
皆
さ
ん
の
ご

期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
紙
面
、
が
?
き
あ

が
っ
た
と
き
、
と
て
も
申
し
訳
な
く
思

い
ま
す
。

と
も
か
く
編
集
室
で
は
、
品
円
さ
ん
が

こ
の
紙
面
に
何
を
望
ん
で
L

ね
ら
れ
る
か

そ
れ
を
知
ら
せ
て
煩
き
、
こ
れ
に
応

え
る
こ
と
が
本
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
そ
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

。

厳
し
い
寒
さ
も
峠
を
越
え
春
一
二
月
。

も
の
み
な
躍
動
の
と
き
。
昭
和
五
十
五

年
度
の
初
号
と
な
る
次
号
も
躍
動
あ
る

も
の
と
な
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人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

2月 1日現在 前月との比較

13，097人 3人増

人口 (男 6.262入) 2人増)
女 6，835人 1人増

世帯数 3，903!吐帯 4世帯増
梯


